
わが母校の思い出を胸に
ひろせの子

主
な
内
容・「広報たかしま」のアプリ配信をはじめました…

・平成 28 年度から、軽自動車税の税率が変わります … ・住宅用火災警報器の点検をお願いします…

特 集

この春から、広瀬小学校は安曇小学校に統合されます。

閉校
　数々の思い出を生み出し、地域の学び舎となった広瀬小学校。地域
の皆さんに支えられ、人材育成の場として役目を果たしてきました。
　今までの出来事を懐かしみ、感謝の気持ちを込めて。
　そしてこれからに向かって・・・。

【広瀬小学校　校歌】

紫におう　あみだ山
雨のふる日も　風の日も
大きくなれよと　教えてる
広瀬　広瀬　小学校

２０１６
平成 28年

３月号
Ｎｏ . １９４
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『
簡
易
科
古
賀
小
学
校
』
と
『
簡
易
科
広
瀬

小
学
校
』
が
明
治
19
年
に
創
設
さ
れ
て
以
来

１
２
９
年
。
地
域
に
愛
さ
れ
、
人
材
育
成
や
交

流
の
場
と
し
て
役
割
を
担
っ
て
き
た
広
瀬
小
学

校
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
代
社
会
の
大
き
な
変

化
の
中
、
子
ど
も
の
数
が
減
少
し
、
そ
の
長
い

歴
史
を
閉
じ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
広
瀬
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
は
温

か
い
地
域
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
、
心
豊
か
に

育
っ
て
き
ま
し
た
。
暑
い
日
も
寒
い
日
も
、
長

い
道
の
り
を
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
通
学
路
を

歩
い
て
く
だ
さ
っ
た
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
方
、

地
域
学
習
や
多
く
の
体
験
活
動
を
ご
指
導
い
た

だ
い
た
地
域
の
方
、
本
当
に
お
世
話
に
な
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
整
地
や
屋
外
清
掃
で
は
、
地
域
の
企
業
様

に
善
意
に
よ
る
ご
支
援
を
頂
き
、
心
よ
り
感
謝

い
た
し
ま
す
。

　

広
瀬
小
学
校
で
は
、
他
の
学
校
に
は
な
い
マ

リ
ス
ト
国
際
学
校
（
神
戸
市
須
磨
）
と
の
交
流

学
習
が
あ
り
ま
し
た
。
平
成
10
年
か
ら
始
ま
っ

た
こ
の
交
流
は
、
国
際
理
解
教
育
と
し
て
異
文

化
を
理
解
す
る
こ
と
や
、
外
国
語
活
動
で
学
ん

だ
こ
と
を
い
か
す
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
学
校
内
の
交
流
だ
け
で
な
く
、
座
禅

体
験
等
、
地
域
で
の
交
流
も
さ
せ
て
い
た
だ
き

広
瀬
小
学
校

ま
し
た
。
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
で
は
児
童
だ
け
で

な
く
、
家
族
の
方
と
も
交
流
を
深
め
て
も
ら
い

ま
し
た
。
学
年
に
よ
っ
て
そ
の
交
流
の
度
合
い

は
異
な
り
ま
し
た
が
、
６
年
生
に
な
る
と
、
英

語
で
話
す
事
へ
の
意
欲
の
高
さ
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

　

毎
年
異
な
る
マ
リ
ス
ト
の
児
童
と
も
す
ぐ
に

親
し
く
な
れ
る
力
も
見
事
で
し
た
。
こ
れ
は
、

社
会
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
も
大
事
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
で
す
。

　

こ
の
力
を
大
い
に
発
揮
し
て
新
し
い
学
校
で

た
く
さ
ん
の
友
だ
ち
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。

閉
校
式
を
開
催
し
ま
す

　
左
記
の
と
お
り
閉
校
式
を
開
催
し
ま
す
。

　
卒
業
生
や
元
職
員
の
方
に
思
い
出
を
語
っ

て
い
た
だ
い
た
り
、
児
童
の
発
表
、
思
い
出

の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
行
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
や
卒
業
生
、
元
職
員
の

方
々
な
ど
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
校
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時

３
月
27
日
日

広
瀬
小
学
校
体
育
館

９
時
30
分
～

場
所

　長い間に培われてきたさまざ
まな思いが今年で終局を迎えよ
うとしています。
　学校の前を通るたびに思い描
いていた幼い時の思いは今後ど
のように変わるのでしょうか、

広瀬小学校ＰＴＡ
会長　東村　武  ひがしむら　たけし

広瀬小学校統廃合準備委員会
委員長　入江　義春  いりえ　よしはる

広瀬小学校 の 歴史

広瀬小学校
校長　古我　玉枝  こが　たまえ

広瀬小学校
児童代表 ６年  筑波　愛美  ちくなみ　めぐみ

　のどかな田園と里山に囲まれ
た広瀬小学校に通う子どもたち
は、地域の思いも受け入れて素
朴で素直な子が多いように思い
ます。
　この１０年間で児童数が半減

　広瀬小学校最後の１年間。私は、広
瀬小学校の４１名みんなが気持ちよく
過ごせたらいいなあと思ってきまし
た。縦割り活動では、下級生に何度も
言葉かけをしました。運動会では『青

　閉校が決まってから過ごしたこの１
年間。私たち教職員と子どもたちは、
広瀬小学校での学び、生活、行事の一
つひとつを大切に過ごしてきました。
子どもたちは、素直で何事にも意欲的
に取り組みました。男女を問わず、学

閉校式を迎えて寂しい思いだけが大きくなってゆく
ように感じます。
　学校創立から今日まで５，３００人余りの児童を
見守り育ててこられた先生・関係者の皆様お世話に
なりありがとうございました。以後の活用に希望を
もって見守りたいと思います。

し、複式学級を経て閉校となるわけですが、人数が
少ない分、一人ひとりが活躍する場面も多く、とり
わけ今年の運動会は素晴らしかったです。安曇小学
校に行っても自信をもって躍動して欲しいと願って
います。

年を問わず、仲良く協力できました。
　学ぶ場が変わっても、この地の教育力は変わらないはずです。
これまでこの地が輩出してきた、多くの素晴らしい先輩方に習
い、広瀬の子がこれからも大きな成長をしてくれることを確信
しています。広瀬の子は物事を真っ直ぐ吸収する力を持ってい
ます。

組、絶対優勝するぞ』とリレーや綱引きを頑張りました。
　学習では、英語活動が楽しかったです。学習した英語を使っ
て、修学旅行で出会った外国の方やマリスト国際学校の友だち
と、簡単な自己紹介や質問ができました。広瀬小学校がなくな
ると、学校に来ることやここで遊ぶことがなくなり寂しいです。
　中学校に行っても友だちを大切にしていきたいです。

明治 6～ 8年 明治 19年 明治 26年 昭和６年 昭和16年 昭和 22年
熊野学校
（下古賀） 簡易科

古賀小学校
広瀬北尋常

小学校 広
瀬
尋
常
高
等
小
学
校

広
瀬
国
民
学
校

　
　
広
瀬
小
学
校

　
　
　
　
　

昭
和
22
年
改
称

　
　
　
　
　

昭
和
25
年
中
野
分
校
廃
止

　
　
　
　
　

全
児
童
本
校
通
学

蒙諭学校
（上古賀）

弘智学校
（中野）

簡易科
広瀬小学校

広瀬南尋常
小学校

長尾学校
（長尾）

資善学校
（南古賀）

明治５年
学制制定

明治 19年
小学校令公布

明治 26年
第２次小学校令

昭和 16年
国民学校令公布

昭和 22年
６・３制教育開始

（敬称略）

昭
和
62
年
１
月
25
日

創
立
百
周
年
記
念
式
典

昭和 35年
講堂　完成

昭和 45年
鉄筋校舎　完成

昭和 48年
プール　完成

昭和 61年
体育館　完成

特 集
閉 校
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下
水
道
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う

◎
下
水
道
に

　
ゴ
ミ
を
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

　

各
家
庭
や
事
業
所
か
ら
下
水
道
に
流
れ

る
汚
水
に
異
物
が
混
入
す
る
と
、
マ
ン

ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
や
高
島
浄
化
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
下
水
道
施
設
の
機
器
が
故
障
し
、
機

器
の
修
理
に
多
額
の
費
用
が
必
要
と
な
り

ま
す
。○

機
器
の
故
障
原
因

　
異
物
（
繊
維
状
の
綿
ゴ
ミ
）

上
下
水
道
課
　

（
２
２
）
９
０
１
１

◎
下
水
道
へ
雨
水
等
が
侵
入
し
て
い

な
い
か
確
認
を
お
願
い
し
ま
す

　

皆
さ
ん
が
使
用
さ
れ
て
い
る
公
共
下
水

道
は
、
雨
水
と
汚
水
を
分
け
て
処
理
す
る

分
流
式
下
水
道
で
す
。
雨
水
は
側
溝
や
河

川
に
直
接
流
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
し
か

し
、雨
水
や
地
下
水
が
下
水
道
管
に
流
れ
、

施
設
の
処
理
能
力
を
超
え
る
な
ど
の
問
題

が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
雨
水
が
下

水
道
管
へ
侵
入
し
な
い
よ
う
、
各
家
庭
や

事
業
所
の
下
水
道
管
に
つ
い
て
、
次
の
点

検
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
各
家
庭
の「
汚
水
ま
す
」お
よ
び「
ま

す
蓋ぶ

た

」
が
破
損
し
て
い
な
い
か

●
雨
ど
い
が
誤
っ
て
下
水
道
管
に
接

続
さ
れ
て
い
な
い
か

　

個
人
が
管
理
す
る
部
分
に
つ
い
て
、
破

損
や
雨
水
の
接
続
が
さ
れ
て
い
た
場
合

は
、
上
下
水
道
課
ま
た
は
お
近
く
の
市
指

定
の
排
水
設
備
工
事
店
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
な
お
、
修
繕
等
に
係
る
費
用
は
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

下
水
道
は
み
ん
な
の
財
産
で
す
。
一
人
ひ

と
り
が
注
意
し
て
、大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

異
物
（
繊
維
状
の
綿
ゴ
ミ
）

　
下
水
道
に
は
、
タ
オ
ル
、
ペ
ー
パ
ー

タ
オ
ル
、
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
、
繊
維

状
の
綿
ゴ
ミ
、
紙
お
む
つ
等
は
絶
対
流

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

雨どいが公共ますに
つながっていないか
確認してください

　

マ
キ
ノ
北
小
学

校
が
マ
キ
ノ
東
小

学
校
へ
、
今
津
西

小
学
校
が
今
津
東

小
学
校
へ
統
合
し

て
か
ら
１
年
が
過

ぎ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
新
し
い
学
校
で
多
く
の

友
だ
ち
と
出
会
い
、
勉
強
や
運
動
に
励
ん

で
い
ま
す
。
初
め
て
体
験
す
る
学
校
活
動

な
ど
で
は
戸
惑
う
こ
と
も
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
ん
な
時
は
必
ず
傍
に

い
る
多
く
の
友
だ
ち
が
支
え
て
く
れ
ま
し

た
。

　

学
校
で
は
「
自
立
す
る
心
」「
競
争
す

る
心
」「
支
え
合
う
心
」「
励
ま
し
合
う
心
」

な
ど
、「
さ
ま
ざ
ま
な
心
」
が
集
団
生
活

の
中
で
自
然
に
磨
か
れ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
多
く
の
人
と
接
す
る
こ
と
に
よ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
個
性
や
能
力
、
価
値
観
を
も

つ
友
だ
ち
と
の
触
れ
合
い
が
子
ど
も
た
ち

を
大
き
く
成
長
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。　

　

今
回
の
統
合
に
お
い
て
、
学
校
が
な
く

な
る
寂
し
さ
と
新
し
い
出
会
い
を
経
験
し

た
子
ど
も
た
ち
で
す
が
、
そ
の
中
で
学
ん

だ
こ
と
を
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
い
か
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

統合によって『みんなが一つに』

『地域が一つに』

『これからもずっと…』

　

ま
た
、
学
校
が
一
つ
に

な
る
と
い
う
こ
と
は
、
子

ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、

親
や
地
域
も
一
つ
に
な
る

こ
と
で
す
。

　

統
合
先
の
両
校
で
は
、

広
が
っ
た
校
区
で
地
域
の

方
と
触
れ
合
え
る
よ
う
学

習
の
場
を
校
外
に
移
し
て

地
域
学
習
を
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
ま
で
通
学
し
て
い
た
学
校
を

友
だ
ち
に
紹
介
し
た
り
、
地
域
の
方
か
ら

昔
の
暮
ら
し
や
道
具
な
ど
を
教
え
て
い
た

だ
い
た
り
、
子
ど
も
た
ち
も
、
よ
り
広
い

視
野
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

全
国
的
に
少
子
化
が
進
み
、
子
ど
も
の

数
は
減
っ
て
い
ま
す
が
、
地
域
の
方
一
人

ひ
と
り
の
元
気
は
今
も
昔
も
変
わ
り
ま
せ

ん
。
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

地
域
が
一
つ
に
な
り

次
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
心
身
と
も
に

健
や
か
に
成
長
で
き

る
よ
う
、
地
域
と
の

関
係
を
深
め
た
学
校

づ
く
り
を
目
指
す
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

マ
キ
ノ
東
小
、
マ
キ
ノ
北
小
統
合
式

代
表
児
童
に
よ
る
誓
い

今
津
西
学
区
で
の
校
外
学
習

の
様
子

旧
マ
キ
ノ
北
小
学
校
施
設

の
現
状

　

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
地
域
の
支
え
と
な
る

の
が
学
校
跡
地
で
す
。
跡
地
利
用
検
討
委
員

会
で
は
閉
校
後
の
学
校
の
利
活
用
に
つ
い
て

検
討
さ
れ
、
マ
キ
ノ
北
小
学
校
と
今
津
西
小

学
校
に
つ
い
て
は
提
言
書
と
し
て
ま
と
め
、

市
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
広
瀬
小

学
校
に
つ
い
て
は
、
提
言
書
の
提
出
に
向
け

今
後
も
検
討
を
進
め
ま
す
。

提
言
書
の
内
容

【　
マ
キ
ノ
北
小
学
校　
】　

　

平
成
27
年
11
月
４
日
提
出

・
旧
マ
キ
ノ
北
小
学
校
の
施
設
は
湖
魚

養
殖
関
連
施
設
と
し
て
の
利
活
用
を

希
望
し
ま
す
。

・
旧
マ
キ
ノ
北
小
学
校
在
原
分
校
の
施

設
は
、
若
者
定
住
促
進
に
つ
な
が
る

施
設
と
し
て
の
利
活
用
を
希
望
し
ま

す
。

【　
今
津
西
小
学
校　
】

　

平
成
28
年
２
月
16
日
提
出

　

旧
今
津
西
小
学
校
の
施
設
は
シ
イ

タ
ケ
等
の
栽
培
施
設
と
し
て
の
利
活

用
を
希
望
し
ま
す
。

教
育
総
務
課　

（
３
２
）
１
１
３
２

特 集
閉 校
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税
務
課
　

（
２
５
）
８
１
１
６

原
付
、
二
輪
車
、
小
型
特
殊
自
動
車
な
ど

　

平
成
28
年
度
の
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
税
率
が
変
わ
り
ま
す
。

登
録
の
年
月
や
環
境
性
能
に
関
わ
ら
ず
、
全

て
新
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

軽
自
動
車
（
三
輪
と
四
輪
以
上
）

○
平
成
27
年
４
月
１
日
以
後
に
初
め
て
車
両
番
号
の
指
定
を
受
け
た
車
両

は
新
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

○
初
め
て
車
両
番
号
の
指
定
を
受
け
た
月
か
ら
13
年
を
経
過
し
た
車
両
は

税
負
担
が
重
く
な
り
ま
す
。
（
表
２
の
★
）

　
（
平
成
28
年
度
の
場
合
は
、
初
度
検
査
年
月
が
平
成
14
年
12
月
以
前
の
車
両
）

○
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
初
め
て
車
両
番

号
の
指
定
を
受
け
た
環
境
負
荷
の
少
な
い
車
両
は
平
成
28
年
度
分
に
限

り
、
税
負
担
が
軽
く
な
る
グ
リ
ー
ン
化
特
例
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
（
表
３
）

※
初
め
て
車
両
番
号
の
指
定
を
受
け
た

年
月
は
自
動
車
検
査
証
の
「
初
度
検

査
年
月
」
に
よ
り
確
認
し
ま
す
。

※
平
成
15
年
10
月
14
日
ま
で
に
最
初
の

新
規
検
査
を
受
け
た
車
両
は
、
初
度

検
査
の
「
月
」
が
把
握
で
き
な
い
こ

と
か
ら
、
最
初
の
新
規
検
査
を
受
け

た
年
の12
月
を
初
度
検
査
の
月
と
し

ま
す
。

車
両
の
種
類
や
初
度
検
査
年
月
に
よ
っ
て
適
用
さ

れ
る
税
率
が
違
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
度
か
ら
、
軽
自
動
車
の
税
率
が
変
わ
り
ま
す

▼三輪・四輪以上の軽自動車　新税率

車種区分

初めて車両番号の指定を
受けた日が・・・

初めて車両番
号の指定を
受けた月から
13年を経過
した車両★

平成 27年
3月 31日
以前の車両

平成 27年
４月１日
以後の車両

四
輪
以
上

乗
用

自家用 7,200 円 10,800円 12,900 円
営業用 5,500 円 6,900 円 8,200 円

貨
物
用

自家用 4,000 円 5,000 円 6,000 円
営業用 3,000 円 3,800 円 4,500 円

三輪 3,100 円 3,900 円 4,600 円

▼原動機付自転車、二輪車、小型特殊自動車
　などの税率

車種区分 平成 27 年度まで 平成 28 年度から

原動機付
自転車

50cc 以下 1,000 円 2,000 円
50cc 超～
90cc 以下 1,200 円 2,000 円
90cc 超～
125cc 以下 1,600 円 2,400 円
ミニカー 2,500 円 3,700 円

軽二輪
（125cc超～250cc以下） 2,400 円 3,600 円
小型二輪（250cc 超） 4,000 円 6,000 円
小型特殊
自動車

農耕用のもの 1,600 円 2,400 円
その他 4,700 円 5,900 円

▼グリーン化特例（軽課）

（ア）電気自動車・天然ガス自動車（平成 21年排出ガス10％低減）
（イ）平成 17年排出ガス基準 75％低減達成（★★★★）かつ
	 以下に適合するもの
	 乗用…平成 32年度燃費基準+20％達成車
	 貨物…平成 27年度燃費基準+35％達成車

（ウ）平成 17年排出ガス基準 75％低減達成（★★★★）かつ
	 以下に適合するもの
	 乗用…平成 32年度燃費基準達成車
	 貨物…平成 27年度燃費基準+15％達成車
※（イ）、（ウ）についてはガソリンを内燃機関の燃料にする軽自動
車に限ります。

※各燃費基準の達成状況は、自動車検査証の備考欄に記載されています。
※表２に該当する場合であっても、表３のいずれかに該当する場合
は、表３の税率が適用されます。

車種区分 （ア） （イ） （ウ）

四
輪
以
上　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

乗　

用

自家用 2,700 円 5,400 円 8,100 円
営業用 1,800 円 3,500 円 5,200 円

貨
物
用

自家用 1,300 円 2,500 円 3,800 円
営業用 1,000 円 1,900 円 2,900 円

三輪 1,000 円 2,000 円 3,000 円

（表１）

（表２）

（表３）

ここに書いて
あります

地域 平	均
（㎏ /年）

最	高
（㎏ /年）

最	低
（㎏ /年）

データ数
（件）

マキノ ３２ ４５ １２ ２６５
今　津 ５１ ６０ ３０ １２
朽　木 ２４ ４０ ２０ ５９
安曇川 ４８ ７５ ３０ ２２５
高　島 ５５ ６０ ２６ １８６
新　旭 ５２ ６０ ２８ ５８
市内平均 ４３ ７５ １２ ８０５

◆ 1 反当りの物納（玄米）量

地域 平	均
（円 /年）

最	高
（円 /年）

最	低
（円 /年）

データ数
（件）

マキノ 7,000 11,300 4,000 41
今　津 7,200 9,000 3,000 142
朽　木 7,100 10,000 2,500 19
安曇川 8,100 10,000 3,000 119
高　島 7,000 10,000 3,000 126
新　旭 8,000 10,000 5,000 51
市内平均 7,400 11,300 2,500 498

◆ 1 反当りの賃借料 　

農
地
の
賃
借
料
の
目
安
に
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
平
成
27
年
中

に
締
結
（
公
告
）
さ
れ
た
賃
借
料
を
集
計
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
農
地
の
貸
し
借
り
の
際
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
農
地
の
賃
借
料
情
報
」
に
拘
束
力
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

農
地
の
状
況
等
に
合
わ
せ
て
、
貸
し
手
と
借
り
手
の
両
者
で
よ
く
協

議
し
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

※データ数は、集計に用いた筆数です。
※畑については、事例が少ないためデータには含まれていません。

農
業
委
員
会
事
務
局

　

（
２
５
）
８
５
１
３

（１kg未満四捨五入）

（１００円未満四捨五入）

農
地
の
賃
借
料
情
報

　

軽
自
動
車
税
は
、
軽
四
自
動
車
・

バ
イ
ク
・
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
所
有

者
に
対
し
て
毎
年
４
月
１
日
を
基
準

日
と
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

軽
自
動
車
を
取
得
し
た
場
合
や
、

廃
車
・
譲
渡
を
し
た
場
合
に
は
届
出

が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
ト
ラ
ク
タ
ー
や
コ
ン
バ
イ

ン
な
ど
農
耕
作
業
車
両
等
の
買
替
え

の
場
合
も
廃
車
・
登
録
の
変
更
手
続

き
が
必
要
で
す
。

　

ま
だ
届
出
を
済
ま
さ
れ
て
い
な
い

車
両
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
早
急
に
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
車
種
に
よ
っ
て
手
続
き
の

場
所
や
必
要
な
書
類
等
が
異
な
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
、
バ
イ
ク
の

●その他の車種
　下記へお問い合わせください。

車　種 手 続 場 所
軽二輪

（125cc を超え
250cc 以下）
小型二輪

（251cc 以上）　

滋賀運輸支局
守山市木浜町 2298-5

☎ 050（5540）2064

軽三輪	
軽四輪

軽自動車検査協会
守山市木浜町 2298-3	
☎ 077（585）7103

・
取
得 

し
た
場
合

15
日
以
内

・
廃
車 

し
た
場
合

30
日
以
内

●原動機付自転車（125cc 以下）
　小型特殊自動車（コンバイン・トラクター・フォークリフト等）
　登録・廃車手続きは、申告書のほか次の書類等が必要です。

添 付 書 類 等 手 続 場 所
購入の場合	

（中古車含む※１） 販売証明書、印鑑（認印可）
税務課	

☎ 25-8116	
	

各支所窓口
譲受の場合 譲渡証明書、廃車証明書、	

印鑑（認印可）

廃車・譲渡の場合 ナンバープレート、
印鑑（認印可）

上記届出を	
代理人がする場合

上記に加え委任状
販売事業者等も委任状が必要※２

※１	中古車輌（原動機付自転車・小型特殊自動車）の登録の場合、廃車
　　証明書の添付は不要です。	
※２	販売事業者の方が代理人となる場合においても委任状を添付してく
　　ださい。

★軽自動車税の納付期限は５月末です。
★減免申請は、４月上旬から受付を予定
しています。詳しくは広報たかしま４月
号でお知らせします。

登
録
・
廃
車
・
名
義
変
更

税
務
課
　

（
２
５
）
８
１
１
６

※
標
準
小
作
料
制
度
は
、
平
成
21
年

12
月
15
日
に
施
行
さ
れ
た
改
正
農
地

法
に
よ
り
、
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

平成 28年度のみ適用
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元
マ
キ
ノ
町
議
会
議
員
お
よ
び
元
マ

キ
ノ
町
助
役　

故　

伊
吹　

葆
し
げ
る	

氏
に

地
方
自
治
功
労
と
し
て
旭
日
単
光
章
が

授
与
さ
れ
、
１
月
29
日
（
金
）
に
滋
賀

県
総
務
部
管
理
監
か
ら
ご
家
族
に
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

　

伊
吹
氏
は
昭
和
50
年
４
月
か
ら
３
期

12
年
間
、マ
キ
ノ
町
議
会
議
員
と
し
て
、

さ
ら
に
昭
和
62
年
７
月
か
ら
２
期
８
年

間
、
マ
キ
ノ
町
助
役
と
し
て
マ
キ
ノ
町

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
課
　

（
２
５
）
８
０
０
０

　
故 

伊
吹 

葆 

氏
　

　
旭
日
単
光
章
を
受
章

　

テ
レ
ビ
か
ら
流
れ
る
信
じ
ら
れ
な
い
光
景
に
凍
り
つ

い
た
あ
の
日
…

　

あ
れ
か
ら
５
年
を
目
前
に
控
え
た
今
、
人
び
と
は
さ

ま
ざ
ま
な
苦
悩
を
抱
え
な
が
ら
も
生
活
の
再
建
に
向
け

て
懸
命
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
今
な

お
被
災
地
の
産
品
に
対
し
て
、
少
な
か
ら
ず
風
評
被
害

が
残
っ
て
い
る
と
の
情
報
も
あ
り
ま
す
。

　

真
に
被
災
地
が
復
興
し
、
一
日
も
早
く
元
気
と
平
常

を
取
り
戻
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
地
域
の
魅
力
を

知
っ
て
、
訪
れ
て
、
買
っ
て
、
食
べ
て
な
ど
、
私
た
ち

に
で
き
る
こ
と
か
ら
応
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　皆さんに安心して旅を楽しんでいただけるよう、
おもてなしをすることが更なる復興の励みです。

　福島県民にとって何より嬉しいことは、「がん
ばる福島」を観て、食べて、買って、ふれあって、
笑顔の輪を広げていくことです。

▼松島四大観
松島の 260 余の島々を満喫できる
ビューポイントが４か所ある。松島
町の扇谷と富士、東松島市鳴瀬の大
高森、七ヶ浜町の多聞山。それぞれ
違った趣の景観美が楽しめる。

▼東山温泉（会津若松市）
開湯は８世紀後半、または天平年
間に行基によってなされたと伝え
られる。伝承によると三本足の鳥
に導かれて発見したという。

▼牛たん焼き
先代発祥の食べ物の代表格、牛
たん焼き。味付けした牛たんを
炭火で焼き、これに麦飯、テー
ルスープが付いたセットが定番
メニュー。

▼桃
全国第２位の生産量。栽培改良
を重ねてできあがった「あかつ
き」は、福島県が全国、世界に
誇る品質の高い桃であると確信
しています。

　平成 28 年に復興の架け橋として「希望郷いわ
て国体・希望郷いわて大会」を開催します。皆さ
んの応援が復興の大きな力です。

▼三陸鉄道
岩手の沿岸を走るローカル鉄
道。東日本大震災津波で大きな
被害を受けたが、平成 26 年４
月に全線運行再開した。ドラマ
「あまちゃん」にも登場、話題に。

▼イサダ
三陸広域で採れるイサダは、抗
酸化成分であるアスタキサン
チンを豊富に含み、老化防止効
果も期待できる注目の食材。

82016. ３月号

今津、新旭、高島で「空き家活用相談会」を 開催！

「高島市空き家活用促進協議会」事務局（企画調整課）　 （25）8114

　市内への若者の移住を進めるため、空き家の所有者がその活用を気軽に相談できる場として、空
き家活用相談会を開催します。空き家を所有している皆さん、ぜひ相談会をご利用ください。

※予約いただいた方を優先します。
３月 19 日 土    10 時～ 12 時日 時 今 津 会 場　今津東コミュニティセンター

新 旭 会 場　観光物産プラザ（新旭公民館）
高 島 会 場　高島公民館（アイリッシュパーク内）

場 所

空き家所有者の皆さんへ 貸したい・売りたい

「空き家」情報を

どしどしお寄せください！

　このイベントは世界各国 34 開場で一斉
に開催されるランニングイベントで、日本で
は昨年高島市で初開催され、今年が２回目
となります。全世界一斉にスタートするため、
日本では夜の８時にスタートすることや、う
しろから追いかけてくるキャッチャーカーに
追いつかれた時点でゴールとなることなど、
前代未聞のランニングイベントです。キャッ
チャーカーはランナーがスタートしてから
30 分後に走りはじめるので、自分のレベル
にあわせて気軽に参加することができます。
また「走れない人のために走ろう」を合言
葉に、参加費の全額が脊髄損傷の治療研究
の支援をするWings	for	Life 財団に寄付さ
れます。ぜひ、世界と一緒に走りましょう！

観光振興課　 （２５）８０４０

▼日　時　5 月 8 日（日）20 時スタート

▼場　所　今津総合運動公園

▼定　員　３，５００人
　　　　　（定員になり次第、締切となります）

▼参加費　６，５００円（税別）
※参加費の全額が脊髄損傷の治療研究のために
　寄付されます。

世界同時マラソン
WINGS for LIFE WORLD RUN

（ウィングス　フォー　ライフ　ワールド　ラン）

昨年につづき、今年も高島市で開催！
５月８日㊐  20 時スタート！　

○申込方法
　インターネットで24時間
　受け付けています。
　http://www.wingsforlifeworldrun.com/jp/ja/

○問い合わせ先
　Wings	for	Life	World	Run	大会事務局
メールアドレス：WFL-WR@r-wellness.com	
詳細は大会ホームページ（申込先）をご覧ください。

若者定住促進
プロジェクト

　　　で　　
暮らそう！
　　　で　　　　　で　　

暮らそう！暮らそう！暮らそう！暮らそう！暮らそう！
　　　で　　　　　で　　

暮らそう！暮らそう！暮らそう！暮らそう！暮らそう！
高島
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●一日
消
防
官

　
　
防
火
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

高
島
市
防
火
保
安
協
会
の
協
力
を
い

た
だ
き
、
市
内
の
４
事
業
所
か
ら一日

消
防
官
を
任
命
し
、
初
期
消
火
や
応

急
処
置
の
方
法
を
学
ん
で
い
た
だ
き
ま

す
。
そ
の
後
は
、
市
内
の
保
育
園
、
幼

稚
園
、
福
祉
施
設
を
高
島
市
女
性
消

　
ま
だ
ま
だ
暖
房
器
具
等
を
取
り
扱
う
機
会
が
あ
り
ま
す
が
、
空
気
が
乾

燥
し
火
災
が
発
生
し
や
す
い
状
況
で
す
。
火
の
取
り
扱
い
に
は
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

春
の
火
災
予
防
運
動
を
行
い
ま
す
！

３
月
１
日
（
火
）
～
７
日
（
月
）

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点
検
を

お
願
い
し
ま
す
！

『
無
防
備
な　
心
に
火
災
が　
か
く
れ
ん
ぼ
』

●
消
防
訓
練

　

介
護
老
人
保
健
施
設	

陽
光
の
里
か

ら
出
火
し
た
と
想
定
し
、
消
防
訓
練
を

期
間
中
の

主
な
取
り
組
み

●
住
宅
防
火
診
断

　

事
前
に
訪
問
す
る
地
区
へ
お
知
ら
せ

し
、
消
防
職
員
が
防
火
に
つ
い
て
診
断

し
ま
す
。

　

放
火
や
電
気
コ
ー
ド
な
ど
か
ら
の
出

火
を
防
ぐ
た
め
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

　
　
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
！

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
て
か
ら
ず
い
ぶ
ん
経
ち
ま

し
た
。
市
内
の
住
宅
の
約
80
％
に
住
宅

用
火
災
警
報
器
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
設
置
場
所
が
誤
っ
て
い
る
住
宅
も

あ
り
ま
す
。

　

高
島
市
で
は
、　

●
寝
室
（
普
段
の
就
寝
に
使
用
す
る
部
屋
）

●
階
段
（
２
階
に
寝
室
が
あ
る
場
合
）

　

に
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

住宅用火災警報器の設置例

※台所（推奨）※居間（推奨）

子ども部屋（義務）

煙式または熱式煙　式

煙　式

階段（義務）
煙　式 寝室（義務）

煙　式

防
団
員
と一緒
に
訪
問
し
て
い
た
だ
き
、

防
火
紙
芝
居
な
ど
を
行
い
、
火
災
の
怖

さ
や
災
害
が
起
こ
っ
た
時
に
は
ど
う
し

た
ら
良
い
か
等
を
楽
し
く
広
報
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

行
い
ま
す
。

　

こ
の
訓
練
で
は
、
火
災
を
発
見
し
、

事
業
所
職
員
が
実
際
に
１
１
９
番
通
報

を
し
、
利
用
者
の
避
難
誘
導
を
行
う
と

と
も
に
、
初
期
消
火
を
行
い
ま
す
。
消

防
隊
が
到
着
後
、
消
防
隊
へ
情
報
提
供

を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
実
際
の
災
害
時

に
円
滑
に
消
防
隊
に
情
報
提
供
で
き
る

か
、
消
防
隊
は
そ
の
情
報
を
隊
員
間
で

共
有
で
き
る
か
を
確
認
し
ま
す
。

　

ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
電
池

切
れ
や
故
障
し
て
い
て
鳴
ら
な
い
と
い

う
事
例
も
あ
り
ま
す
の
で
、
定
期
的
に

点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

煙
式
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点
検

の
ポ
イ
ン
ト
は
２
つ
あ
り
ま
す
。

①
作
動
テ
ス
ト
を
行
い
ま
し
ょ
う
　

　

も
し
、「
ピ
ー
ピ
ー
」
や
「
火
事
で

す
火
事
で
す
」
と
い
う
警
報
音
が
鳴
ら

な
け
れ
ば
、
正
常
に
作
動
し
て
い
ま
せ

ん
。
そ
の
場
合
は
、
本
体
に
つ
い
て
い

る
取
扱
説
明
書
な
ど
を
参
考
に
し
て
、

適
切
な
対
処
を
お
願
い
し
ま
す
。

　市では、より手軽に「広報たかしま」をご覧いただけるよう、株式会社ホープ（福岡市
中央区）と提携し、スマートフォンアプリ「 i 広報紙 」での配信を始めました。
　これにより、今まであまり広報を読まれていなかった世代の方やお忙しい方も、いつで
もどこでもスマートフォンやタブレットで広報たかしまを読むことができます。ぜひご利用
ください。※アプリのダウンロードは無料ですが、通信費は利用者のご負担となります。

秘書広報課　 （２５）８０００
登録方法やシステムについてのお問い合わせ先
株式会社ホープ　☎０９２-７１６-１４０４

②
定
期
的
に

　
お
手
入
れ
を
し
ま
し
ょ
う

　

火
災
が
発
生
し

た
場
合
、
多
量
の

煙
が
発
生
し
、
矢

印
の
部
分
に
入
っ

て
警
報
が
鳴
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
矢
印
の
部
分

に
ホ
コ
リ
な
ど
が
付
い
て
い
る
と
、
煙

が
入
り
に
く
く
な
り
、
正
常
に
作
動
し

な
い
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
乾
い
た
布

な
ど
で
ホ
コ
リ
を
取
り
除
い
て
く
だ
さ

い
。予

防
課
　

（
２
２
）
５
４
０
３

（一社）日本火災報知器工業会作成リーフレット引用

「広報たかしま」 の
アプリ配信をはじめました！

スマホで

 読める！

i 広報紙

・いつでもどこでも閲覧ができます。
・最新号が発行されると、アプリにお知らせが

届きます。
・ページめくり、拡大縮小なども簡単にできます。
・スクラップ機能として、範囲を指定して紙面を

保存することができます。

	右の二次元コードなどから、
「i 広報紙」アプリをスマート
フォン等にインストール

１

２

３

お住まいの地域などを設定

準備完了
※アプリ閲覧中に広告が表示されますが、その内容に市
は一切責任を負いません。

登録方法 主な機能
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上
小
川
区
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

を
活
用
し
て
、
御
輿
の
修
繕
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

が
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進
と
地
域
社
会

の
健
全
な
発
展
に
貢
献
す
る

こ
と
を
目
的
に
実
施
す
る
も

の
で
す
。

市
民
協
働
課

　

（
２
５
）
８
５
２
６

　高島市への移住を計画中の方や移住後間もない方同士の交流など、高島
で豊かに暮らすための出会いの場をつくり、移住の推進に取り組んでいま
す。こうした企画・運営にご協力いただけるボランティアスタッフを募集
しています。
　また、移住・定住者を増やすための新たな取り組みや、先進地の取り組
みを学びたい方のための視察研修会を開催します。ぜひご参加ください。

■研修会日時　３月 13 日（日）　７時 30 分
　　　　　　　高島市役所本庁集合
■研修先　　　岡山県美作市真殿　山村シェアハウスほか
　　　　　　　空き家の利活用、若者の仕事づくり
■募集人数　　10 名程度
■参加費　　　無料（昼食は各自負担）
■応募者多数の場合　　企画スタッフ応募者を優先します。
■その他　研修先までの移動手段は、中型バスを予定しています。
　　　　　車酔いされる方は、各自、酔い止めなどをご用意ください。　　
　　　　　ご応募・お問い合わせは、企画調整課までお願いします。

地元の方と移住
者を

つなぐ企画や運
営を

一緒にしません
か？

・ 企画調整課
　 （25）8114

輝
き
が
甦
り
、
５
月
の
「
上
小
川
区

大
祭
」
で
お
披
露
目
さ
れ
る
御
輿

宝
く
じ
の
収
益
が

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す

新
バ
ー
ジ
ョ
ン  

ご
当
地
ア
プ
リ
を
リ
リ
ー
ス

　

平
成
26
年
度
の
高
島
市
協
働
提
案
事
業

で
作
成
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
の
ご
当

地
ア
プ
リ
を
更
新
し
た
、
新
バ
ー
ジ
ョ
ン

の
ア
プ
リ
「
た
か
し
ま
ガ
イ
ド
」
が
完
成

し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
湖
西
線
の
運
行
状
況
や
観
光
・
イ

ベ
ン
ト
の
最
新
情
報
な
ど
が
満
載
で
、
以

前
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

▼
入
手
方
法

　

Apple	App

ス
ト
ア
か
ら
、「
た
か

し
ま
」で
検
索
す
る
か
、下
の
二
次
元
コ
ー

ド
を
読
み
取
っ
て
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
く

だ
さ
い
。

※Android

版
に
は

　

対
応
し
て
い
ま
せ
ん
。

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ｅ
ネ
ッ
ト
び
わ
湖
高
島

　

０
５
０
（
３
６
３
５
）
９
２
３
１

　募集 !!
▼移住者・在住者交流会企画スタッフと視察研修会参加者　

　例年、年度末の３月に自殺者が多いことから、国では３月を「自殺対策強化月

間」と定め、自殺を防止するため私たちができることを考える期間としています。

　この機会に、大切なひとの話に耳を傾けることの大切さについて考えてみませ

んか？

　【話を打ち明けられる場所があります】
　高島市内には、人には打ち明けられない心の声を受け止め
るための場所があります。それは、「高島こころのつえ相談室」
という電話相談です。研修を受けた専門の相談員がお話を伺
います。秘密は固く守られます。
　誰かに話を聴いてほしいと感じたら、ぜひお電話ください。
　もう一度笑顔を取り戻すお手伝いをしています。

相 談者の方の悩み、苦しみを聴くと
き、私自身が未経験なことであっ

ても、丸ごと受け止めるようこころがけて
います。そうしているうちに煮詰まった心
がゆるんできて、口調が軽くなるのを感じ
るとホッと安堵します。（Ｆ）

私 は、皆さんの悩みや淋しい気持ち
を受け止めながら会話をさせても

らっています。一人で悩まず、電話だか
ら言えることはたくさんあると思います。
いつでも話を聞かせてください。（Ｇ）

深 い絶望と孤独の中におられる方の心の状態
に寄り添い、心が「和らぐ」ことを願い誠

実に真摯に傾聴・共感する重責を負いつつ、未熟
な自分と向き合いながら活動を続けています。（Ｅ）

孤 独な心のつらさ、寂しさに少しでも
共感し寄り添うことができたらと思

い、孤独な心の内を安心して語っていただけ
る支援者になれたらと考えています。（Ｄ）

日 々、湧いてくる悩み、困り事。辛く重
いものです。そんな時、誰かに話した

り聞いてもらえたら、少し楽になるかも・・・・。
　あなたの声とお話に私は「ありがとう
　　ございました」です。お電話お待ちし
　　　ています。（Ｃ）

寂 しい、悲しい、もどかし
い、情けない、張り裂け

そう、切ない、屈辱感。身近な人
にも言えない生きづらい心の内を
聴いてきました。それでもお話の
おわりには和んでもらえるよう、
また、一人じゃないよと気持ちが
伝わるよう願っています。（Ｂ）

電 話を受けて思うのは、誰にも話せな
い心の内を話してくださることで

す。そして「聞いてくれてありがとう」の言
葉を頂くと、この活動をしてよかったと思い
ます。私の方が話をしてくださったことに感
謝の気持ちで一杯になります。（Ａ）

　高島こころのつえ相談室で活動する相談員の方の話をお聞きしました。
　相談室の様子を感じていただけたらと思います。

障がい福祉課　 （25）8516　　健康推進課　 （25）8078
　高島市社会福祉協議会　 （36）8220

～３月は、自殺対策強化月間です～

感じてください。身近なひとの心のサイン。

そして心の声に耳を傾けてください。

高島こころのつえ相談室
☎  ０１２０－８７４－７５６
				フリーダイヤル　		はなして　			なごむ
毎週水・木曜日　13 時 ～ 17 時

（祝日・年末年始を除く）通話料無料

高島こころのつえ相談室  ～日々の活動の中から～

13 2016. ３月号


